
（単位：件）

件　　数 件　　数

在 宅 福 祉 1,216
介 護 保 険 289
健 康 ・ 保 健 医 療 1,141
子 育 て ・ 母 子 保 健 1,319
子 ど も の 地 域 生 活 1,802
子 ど も の 教 育 ・ 学 校 生 活 801
生 活 費 331
年 金 ・ 保 険 89
仕 事 138
家 族 関 係 478
住 居 207
生 活 環 境 814
日 常 的 な 支 援 4,131
そ の 他 8,248

計 21,004

（単位：件）

件　　数 件　　数

3,465 訪 問 ・ 連 絡 活 動 55,327
13,935 そ の 他 35,537
22,101 委員相互連絡調整 17,340
9,593 そ の 他 連 絡 調 整 7,855
843 62,296
57

　　《その他の活動》
項　　　　　　目 項　　　　　　目

内
　
　
容
　
　
別
　
　
事
　
　
項

そ の 他

計

541

5,784

4,280

21,004

民 児 協 運 営 ・ 研 修

分
　
　
野
　
　
別
　
　
事
　
　
項

高 齢 者 に 関 す る こ と

障 害 者 に 関 す る こ と

子 ど も に 関 す る こ と

10,399

　熱意のある人等を県知事に推薦し、知事が県社会福祉審議会民生委員審査専門分科会の意見

　委員として県知事より委嘱され、従来の区域を担当する児童委員と一体となった活動を展開

　することにより、児童委員活動の一層の推進を図っております。

　（1）民生委員の男女及び年齢等の内訳(28.3.31現在)

　（2）民生委員児童委員・主任児童委員活動状況（平成27年度）

　　また、民生委員509人のうち43人は、児童福祉に関する事項を専門的に担当する主任児童

　　　・定　　数　　　　509人(男　191人・女　294人・欠員　24人）

　　　・民生委員(主任児童委員を除く)１人当たりの担当世帯数　平均229世帯

　を聞いて厚生労働大臣に推薦します。

要保護児童の発見の通告・仲介

訪 問 回 数

活 動 日 数

連 絡
調 査 回 数

調 査 ・ 実 態 把 握
行事・事業・会議への参加協力
地 域 福 祉 活 動 ・ 自 主 活 動

証 明 事 務

第１０　その他の社会福祉

１　民生委員児童委員

　　民生委員児童委員は、民生委員法及び児童福祉法の定めるところにより、社会奉仕の精神

　を持って生活に困っている人だけでなく、児童・心身障がい者・高齢者・母子家庭等の福祉

　　　・平均年齢　　　　61.8歳(最少年齢38歳、最高年齢81歳)

　度、一斉改選が行われます。

　の増進に務める職務を担っています。

　　民生委員児童委員は厚生労働大臣から委嘱を受け、その任期は3年とされており、3年に一

　　なお、民生委員の選任方法は市町村に設置されている民生委員推薦会が地域の福祉向上に

項　　　　　　目 項　　　　　　目

　内25地区で組織している地区民生委員児童委員協議会を中心に、毎月１回会長会（地区代表

　　当市には509人の民生委員児童委員が定数配置されていますが、その活動に当たっては市

　会）及び地区例会を開き、行政機関等からの依頼事項の協議、情報の交換、諸問題の討議等

　を行い、地域福祉の向上のため活動しているほか、年１回民生委員児童委員研修大会を開催

　するとともに、地区民児協においても随時研修会を開き、委員の資質の向上を図っています。

　　《相談・支援》



２ 行旅病人行旅死亡人関係等      
 

（1）行旅病人、行旅死亡人の救護状況 
行旅病人及行旅死亡人取扱法（明治32年3月28日法律第93号）に基づく救護事務を行って

います。なお平成27年度中の取扱い件数は、行旅病人＝0件、行旅死亡人＝3件となっていま

す。 
 

（2）行旅困窮者救護状況 
   旅行中、所持金の消費または紛失などで救護を求めた者（行旅困窮者）に対して、交通費

（普通乗車券分の現金）と食費（現金で 500円）の貸付を行っています。平成27年度中の取

扱い件数は 18件、貸付額は 55,220円となっております。 

 

 

３ 日本赤十字社   
 

●日本赤十字社への協力状況 

   日本赤十字社法（昭和27年8月14日法律第 305号）に基づき、人道的任務を達成するため、

海外における救援事業のほか、国内においては災害救護活動、血液事業、児童・老人・身体

障害者等福祉施設の運営、赤十字奉仕団・青少年赤十字（ＪＲＣ）による赤十字運動、救急

法・水上安全法・家庭看護法等講習会の実施など、幅広い活動を展開しています。 

これらの諸活動の事業資金として社資の増強が不可欠ですが、八戸市では、日赤青森県支

部（支部長は青森県知事、副支部長は八戸市長）の協力要請のもと、協賛委員（民生委員に

委嘱）を主力として社資増強運動を展開しており、市内で火災・災害等が発生した場合に、

毛布等の救援物資を配布しています。 

   八戸市では、市長が八戸市地区長を、副市長・福祉部長が副地区長を、福祉部次長が参与

を兼ね、福祉政策課に八戸市地区事務局を設置し、福祉政策課長が事務長を兼ね、以下福祉

政策グループリーダー及び福祉政策グループ全員が事務委員として関係業務を行っていま

す。  
  

▽赤十字社員増強運動 

（平成27年度） 
 
 区  分 目 標 額          実 績 額          達 成 率         

八戸市地区       33,941,000円 22,848,269円 67.32％ 

 

▽社員数及び称号贈与社員数の現況 

・ 社員数（平成27年度納入者）：26,655人                      

・ 称号贈与社員数                            （単位：人） 

 
年  度 

特 別 社 員 の 称 号 を            
お く ら れ た 社 員            

有 功 章          
合  計 

銀  色 金  色 

平成26年度末 17,208 74 115 17,397 

平成27年度   15  1  0   16 

計 17,223 75 115 17,413 

 



４ 八戸市総合福祉会館 
  

（1）設置目的 
   市民の福祉の増進を図り、すべての市民が自助・共助精神のもとにコミュニケーション 

  の輪を広げ、福祉活動及び社会参加の場、奉仕と自己研修の場として、また在宅福祉や地 

域福祉活動推進のための拠点施設として設置。 

  

 （2）設置年度   平成5年10月20日 

 

 （3）所 在 地   八戸市根城八丁目8番155号 

 

 （4）施設概要   ア. 構  造  鉄骨鉄筋コンクリート造 地上6階建塔屋１階建 

           イ  建物面積  5,158.26㎡（建築面 積 1,292.15㎡） 

           ウ  敷地面積  3,436.25㎡（駐車場用地 5,000㎡借地） 

           エ   貸 室 等      第１会議室、第２会議室、大会議室、多目的ホール、 

第１教室、第２教室、研修室、料理実習室 

 

 （5）入居団体   １７団体 
   

・ 八戸市社会福祉協議会 

・ 八戸市社会福祉事業団 

・ 八戸市身体障害者団体連合会 

・ 八戸市肢体障害者福祉会 

・ 八戸市視力障害者福祉会 

・ 八戸ろうあ協会 

・ 八戸市保育連合会 

・ 八戸地区社会福祉施設連絡協議会 

・ 八戸市鴎盟大学 

・ 八戸市連合婦人会 

・ 一般社団法人八戸地方労働基準協会 

・ 八戸市老人クラブ連合会        

・ 八戸市ボランティア連絡協議会    

・ 青森県点訳朗読赤十字奉仕団八戸分団むつぼし友の会 

・ 市民活動サポートセンター（ふれあいセンターわいぐ） 

・ 八戸市手をつなぐ育成会 

・ 八戸市母子寡婦福祉会 

 

 （6）指定管理者  社会福祉法人八戸市社会福祉協議会（平成30年度まで） 

 

 （7）開館時間   午前9時～午後9時（休日・夜間等の管理は機械警備） 

 

 （8）休 館 日       1月1日～3日、12月29日～31日（6日間） 

 

 （9）建設事業費  2,098,487千円 

   ア 工 事 費      1,944,441千円 

本棟新築、給排水衛生設備、強電設備、弱電設備、空調換気設備、駐車場整備、 

視聴覚障害対策等、その他工事 

イ そ の 他      154,046千円 

基本・実施設計等委託料、電波障害対策費、備品購入費、事務費等 

ア  構  造  鉄骨鉄筋コンクリート造 地上 6階建塔屋 1階建 



 （10）財源内訳 
   ア 起  債  1,760,000千円 

   イ 一般財源   338,487千円 

 

（11）利用状況 

 
平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

利用日数 利用率 利用日数 利用率 利用日数 利用率 利用日数 利用率 

第一会議室 284 79.1  305 85.0 319 88.9 308 85.8 

第二会議室 264 73.5  297 82.7 304 84.7 280 78.0 

多目的ホール 222 61.8  201 56.0 232 64.6 222 61.8 

大会議室 264 73.5  269 74.9 265 73.8 249 69.4 

第一教室 252 70.1  266 74.1 265 73.8 263 73.3 

第二教室 210 58.4  226 63.0 240 66.9 214 59.6 

研修室 206 57.3  238 66.3 251 69.9 232 64.6 

料理実習室 51 14.2  49 13.6 86 24.0 69 19.2 

総利用率 1,753 61.0  1,851 64.4 1,962 68.3 1,837 64.0 

 

●利 用 率：貸会議室等の利用日数÷359 日 

 ●総利用率：貸会議室等の利用日数の総計÷(359 日×室数) 

 

 

５ 集会施設 
 

（1）八戸市立集会場「八戸市更上閣」 
     

ア 設 置 目 的  市民の集会等の用に供するため 

   イ 指定管理者  三八五交通株式会社（平成 30 年度まで） 

   ウ 施 設 概 要   

      設   立 昭和 59年 8月 1 日 

建   設 明治 30 年頃（大正 8年頃増改築） 

場   所 八戸市大字本徒士町 5-4 

      建 設 構 造 木造 2階建 

      建 物 面 積 501.27 ㎡ 

      敷 地 面 積 3,767.05 ㎡ 

      施 設 内 容 大広間、会議室 1～4号室 

      開 館 時 間 午前 8時 30 分～午後 9時 

 

※平成 15 年 国の登録有形文化財登録 

 

 

 



（2）八戸市コミュニティセンター 

ア 設 置 目 的  地域社会における住民の連帯と自治意識の向上を図るため 

イ 施 設 概 要  下表のとおり 
 

施設名 開設年月日 建設構造 敷地面積 総工費 施設内容 所在地 

 
 

旭ケ丘会館 

 
 

昭 62.12.25 

鉄筋 
ｺﾝｸﾘｰﾄ造
2 階建 
466.90 ㎡ 

 
㎡ 

259.66 

 
千円 

80,140 

 

会議室、大広間（和室） 

 

ホール（ｽﾃｰｼﾞ付） 

 

湯沸室 

 
〒031-0824 
旭ケ丘一丁目 

1 番地 19 
℡25－6375 

 

根城 
ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 

 
 

平 6. 4. 8 

鉄筋 
ｺﾝｸﾘｰﾄ造
2 階建 
496.32 ㎡ 

 
㎡ 

998.76 

 
千円 

149,917 

 

会議室、研修室（和室） 

 

調理室、ホール 

（ｽﾃｰｼﾞ付） 

 
〒031-0073 
売市四丁目 

7 番 6 号 
℡44－8993 

 
中居林 
ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 

 
 
平 10. 1. 1 

鉄筋 
ｺﾝｸﾘｰﾄ造
2 階建 
499.48 ㎡ 

 
㎡ 

961.55 

 
千円 

149,342 

 

会議室、和室 

 

調理実習室、ホール 

      （ｽﾃｰｼﾞ付） 

 
〒031-0002 
中居林字綿ノ端 

13 番地 13 
℡96－6411 

 

（3）八戸市なんごうグリーンタウン集会施設 

ア 設 置 目 的  地域社会における住民の生活の向上を図るため 

イ 施 設 概 要  下表のとおり 
 

施設名 開設年月日 建設構造 敷地面積 総工費 施設内容 所在地 

 
なんごう 
ｸﾞﾘｰﾝﾀｳﾝ 
集会施設 

 
 
平 12. 5. 1 

木造 
平屋建 
249.92 ㎡ 

 
㎡ 

1,114.
67 

 
千円 

28,928 

 

会議室、和室 

 

調理実習室、ホール 

      （ｽﾃｰｼﾞ付） 

 
〒031-0111 
南郷大字市野沢
字山陣屋 

36 番地 49 
℡  

 

（4）地域集会施設 
    

ア 生活館・地域集会所 

地域住民が福祉の向上とコミュニティ活動の促進を目的として集会の用に供する施設

で、地域が設置・運営するもの 135 施設、市が設置し地域へ貸付しているもの 4施設の合

わせて 139 施設が利用されています。 
 

イ 住宅団地内集会所 

住宅団地を設置した公共団体が、団地利用者の自治活動の拠点として設置したもので、

現在 22 館設置されており、建築住宅課が所管しています。 
 

ウ 地域集会所整備費補助金 

地域自治組織自らが集会所の新築、建替え等をする場合に要する経費について、「地域

集会所整備費補助金交付要領」に基づき、予算の範囲内で補助金を交付する制度で、補助

金交付による整備状況は、昭和 63 年度の要領制定以来、平成 28 年 3 月までに新築 7 館、

建替え 27館、改修等 36館の計 70館が整備されています。 

 

（指定管理者：旭ケ丘町内連合会） 

（指定管理者：根城ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ管理運営委員会） 

（指定管理者：中居林地区連合町内会） 

（指定管理者：グリーンタウン自治会） 



６ 八戸市民保養所「洗心荘」 
 

十和田市焼山の市民保養所「洗心荘」は、保養と休養を目的とした温泉付きの施設です。 

宿泊室等は、和室 9室、洋室 3室、和洋室 1室で、合計 53人が宿泊でき、浴場、ステー 

ジ付き大広間、研修室、スキー乾燥室などがあり、休憩や各種会合にも利用できます。 

宿泊利用料金は 1人 5,709 円（1泊 2食付、3人以上でご利用の場合）からとなっています。

八戸市国民健康保険加入者は宿泊料金から 1泊あたり大人 2,000 円、小人 1,000 円の割引を年

間 3 回まで受けることができ、また、八戸市に住所のある 75 歳以上の方、及び一定の障害が

ある 65 歳以上の方も、1泊あたり 2,000 円の割引が 3回まで利用できます。 

 

 （1）所 在 地  十和田市大字法量字焼山 64 番地 184 

 

 （2）敷地面積  2,841 ㎡ 

 

 （3）建  物  構造・規模：鉄筋コンクリート造 3階建 一部地階 

           延床面積：1,834.34 ㎡ 

 

 （4）宿泊定員  53 人 

 

 （5）そ の 他  宿泊室（和室 8畳 8室、17 畳１室、洋室 3室、和洋室１室）、 

        大広間 48 畳１室、研修室 1室、浴室（大浴場 1、小浴場１）、 

食堂（32人収容）   

 

（6）指定管理者  一般社団法人八戸市アールアール厚生会（平成 30 年度まで） 

 

 

   宿泊・休憩の申込みは、電話等により直接「洗心荘」へ 

   電話 0176-74-2146  ＦＡＸ 0176-74-2910 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７ 八戸市福祉公民館 
 

（1）設置目的    市民の福祉の増進を図るため、社会福祉および市民の生活の維持向上の 

場として設置。 

  

（2）設置年度   平成53年9月25日 

 

 （3）所 在 地   八戸市類家四丁目3番1号 

 

 （4）施設概要   ア 構  造  鉄骨鉄筋コンクリート造(一部鉄骨造) 

 地上2階建塔屋１階建 

  イ 建物面積  2,399.71㎡（建築面 積 1,301.05㎡） 

           ウ 敷地面積  17,080.69㎡（敷地にはその他八戸福祉体育館等 

3施設含まれている） 

           エ 貸 室 等      大会議室、手話教室、研修室(1)、研修室(2)、 

図書資料室、点字録音室、会議室、いこい室、 

料理講習室 

 

 （5）開館時間   午前9時～午後10時 

 

 （6）休 館 日        ア 月曜日(その日が祝日に当たるときはその翌日) 

イ 12月28日～1月4日（8日間） 

 

（7）指定管理者  三八五ふれあいネット（平成32年度まで） 

 

 

 

 



８．

　名　称 社会福祉法人八戸市社会福祉協議会

　場　所 八戸市根城八丁目8-155 （八戸市総合福祉会館内） ℡ 47-2940

　組織・機構

（平成28年5月1日現在）

・八戸市総合福祉会館（ TEL　47-1651）
・八戸市生活自立相談支援センター

（八戸市庁別館9階　TEL　51-6655）

・地区社会福祉協議会
・八戸市民生委員児童委員協議会事務局
・八戸市ボランティアセンター
・八戸市市民活動サポートセンター

(ふれあいセンターわいぐ　TEL　73-3311）

・日常生活自立支援事業
　 （あっぷるハート八戸　TEL　44-1121）
・八戸市成年後見センター（TEL 24-1324）
・八戸福祉人材バンク
・児童館（15館）
・八戸市ファミリーサポートセンター（TEL　71-2750）
・ふれあい相談所（TEL　44-1110　）
・（福）青森県共同募金会八戸市共同募金委員会
・第三者評価機関     ・市民後見人後見監督

　八戸市南郷大字島守字阿庄内15-2　TEL　82-3000
・居宅介護支援事業
・訪問介護事業
・通所介護事業
・訪問入浴介護事業
・八戸市立老人福祉センター南郷

　社会福祉協議会は、社会福祉法第109条に規定されている地域福祉の推進を図ることを目的と
する団体で、(1)社会福祉を目的とする事業の企画及び実施、(2)社会福祉に関する活動への住民
の参加のための援助、(3)社会福祉を目的とする事業に関する調査、普及、宣伝、連絡、調整及
び助成、(4)その他の社会福祉を目的とする事業の健全な発達を図るために必要な事業などを実
施しています。
　八戸市社会福祉協議会（略称：しゃきょう）は、昭和26年6月に設立され、その後昭和41年8月
27日に法人認可を受け「社会福祉法人八戸市社会福祉協議会」となりました。「誰もが安心して
生き活きと　住み慣れた地域で暮らせるまちづくり」を基本理念とし、地域福祉の推進役として
市民の多様なニーズに応えるべく各種の事業活動を展開しています。

3名

会員

評議員会
評議員40名

福祉支援課

常務理事

理事15名

総務課

南郷支局

八戸市社会福祉協議会

理事会

会長

副会長監事

地域福祉課

事務局次長

事務局

事務局長



(1) 　地域福祉活動

ア 広報活動(広報誌発行) 「社協はちのへ」(11,000部・年3回)

イ 八戸市社会福祉大会(第64回)

市民及び関係者430余名が参加し、講演会及び当該年度功労者の顕彰を行いました。

ウ 地区社会福祉協議会の育成

市内26地区の社会福祉協議会が、小地域ネットワークづくりや各種事業を実施しました。

・ 地区社協設置地区 三八城・柏崎・吹上・長者・小中野・江陽・湊・白銀・白銀南
鮫・根城・田面木・是川・上長・館・大館・東・下長・根岸
南浜・白山台・中居林・多賀台・桔梗野・南郷・高館

・ 主な事業 敬老会、高齢者サロン、子育てサロン、ほのぼの交流事業、募金活動、
世代間交流事業、地区社会福祉大会、広報誌発行、ボランティア養成
研修会、ボランティア活動、福祉ニーズ調査等

エ ボランティア・市民活動フェスティバル2015

市内の市民活動団体が一堂に会し実施しました。

・ 会　　場　 八戸市庁前広場
・ 参加団体
・ 来場者数 人

オ 知的障がい者療育訓練

知的障がい児者及びその家族の参加を促し、仲間との交流の輪を広げることを目的に実施

しました。

・ 会　　場　 八戸美保野パークゴルフ場
・ 参加者 人
・ ボランティア・関係者 10 人

カ 愛の輪レクリエーション

知的障がい児者及びその家族の参加を促し、仲間との交流の輪を広げることを目的に実施

しました。

・ 会　　場　 八戸市公会堂
・ 参 加 者 人
・ ボランティア・関係者 265 人

(2) 　ボランティアセンターの運営
ア 各種研修会

・ ボランティア入門講座 3 日間 参加者延 人

・ 精神保健福祉ボランティア講座 1 日間 参加者延 人

・ 点字入門講座 2 日間 参加者延 人

・ 福祉施設ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ養成講座 1 日間 参加者延 人

・ 福祉体験学習サポーター養成講座 1 日間 参加者延 12 人

・ 災害ボランティア展 7 日間 参加者延 人

・ 福祉体験学習への支援 22 回 参加者延 人

2,800
42

24

35

20

558

団体

主な事業(平成27年度)

　地域環境の変化や課題を的確に捉え、地域福祉推進の中心的機関として、幅広い関係者と協働

し地域の福祉力を高め、「誰もが安心して暮らすことができる地域社会」の実現を目指して各種

事業を行いました。

25

200

803

41



イ 子育て支援事業

・ 子育てサロン　21地区 219 回 参加者 人
・ 子育てサロンリーダー研修・交流会 1 回 参加者 人
・ キッズフェスティバル 1 回 参加者 人

ウ ボランティア登録(ボランティア保険加入者のみ)

・ 登録ボランティア 184 団体 人 個人 102 人

エ ボランティア推進校の指定

　小学校、中学校、高校の児童・生徒を対象に社会福祉に対する関心や理解を深め、社会

連帯の精神を養い、あわせて家族や社会への啓発を図ることを目的として、各学校ごとの

福祉活動推進に取り組みました。

・ 小学校 13 校
　鳩田小・吹上小・町畑小・美保野小・明治小）

・ 中学校 3 校 （大館中・田代中・島守中）
・ 高　校 1 校 （八戸工大二高）

(3) 　福祉団体への援助・協力
ア 福祉団体活動助成

障がい者団体等14団体に対し、助成金を交付するなど自主的活動のための支援を

行いました。

(4) 　要援護世帯への支援事業
ア　生活福祉資金貸付 （修学資金・福祉資金等）

低所得世帯等の経済的自立と更生意欲の助長促進を目的として貸付けをしました。

・ 貸付件数　 件

イ たすけあい資金貸付

生活のつなぎ資金として3万円を限度に無利子で貸付けをしました。

・ 貸付件数　 件

ウ 善意銀行

市民の善意で物品の預託を受け、被災世帯、低所得世帯等に払い出しをしました。

・ 預　　託 20 件

・ 払　　出 25 件

(5) 　ふれあい相談所の運営

　住民が抱えるあらゆる問題について相談に応じ、各種の情報を提供すると共に、専門家や

関係機関への橋渡しをすることにより、ニーズに対しての適切な援助活動を行いました。

・ 相談種別及び相談日 ： 毎週火曜日（法テラス共催） 13 時 ～ 15 時

： 毎週水曜日・金曜日 10 時 ～ 15 時

・ 147 日 　

・ 613 人 （男　241人・女　372人）（電話　108人・来所　505人）相 談 者 数

なんでも相談

開 設 日 数

9,485

417

70

法 律 相 談

（金浜小・江南小・鮫小・城下小・田代小・種差小・田面木・西園小

7,408

32
326



(6) 　福祉人材無料職業紹介事業

ア 福祉人材バンク

福祉労働者確保を目的として、福祉マンパワーの養成、潜在福祉マンパワーの登録

等を促進するため、次の事業を実施しました。

・ 9 件

・ 福祉の仕事と職場説明会 35 人

・ 福祉体験講座等 55 人

(7)  日常生活自立支援事業

　高齢や障がいなどによって、自分ひとりでの意思決定や、実行に移すことが難しい状

況にあり、日常生活に不安のある方が、安心して地域で暮らせるように、福祉サービス

の利用手続きや日常生活上の支払い、大切な書類(通帳や印鑑等)の保管等のお手伝いを

行いました。（活動エリア　8市町村）

▽実利用人数 （H28.3.31現在）

(8)　その他の事業

　ア　受託事業

八戸市より委託を受け、各種事業を実施しました。

① 福祉バス受付業務 2台

▽利用状況

② 八戸市総合福祉会館管理運営業務 別掲

③ 児童館・児童センター運営業務 別掲

④ ファミリーサポートセンター運営業務 別掲

⑤ 八戸市生活自立相談支援センター 別掲

7,815人数 3,508 611 2,748 145 803

計

回数 108 22 75 6 26 237

区分
高齢福祉

関係
身障者福祉

関係
社会福祉
施設関係

民生委員
関係

八戸市・福
祉団体関係

合計（人） 26 13 18 4 61

新郷村 0 0 0 0 0

階上町 3 1 1 1 6

南部町 1 4 1 1 7

田子町 0 0 0 0 0

五戸町 3 0 0 0 3

三戸町 2 0 0 0 2

おいらせ町 5 0 1 0 6

就労斡旋 就職件数

　　　　利用者
市町村 認知症高齢者 知的障がい者 精神障がい者 その他 合計（人）

参加者延

参加者

八戸市 12 8 15 2 37



⑥ ほのぼのコミュニティ21推進事業

一人暮らし高齢者等を対象に、ほのぼの交流協力員による見守りネットワーク

づくりを推進しました。

・ 交流員 人

・ 訪問世帯数　 世帯

・ 実施地区社協　　23 地区

（ 白銀・白銀南・根城・田面木・東・根岸・三八城・長者・江陽・小中野・湊・上長

鮫・館・大館・下長・南浜・中居林・白山台・多賀台・桔梗野・南郷・高館）

⑦ 市民活動サポートセンター「ふれあいセンターわいぐ」の運営業務

＜市民活動団体の登録＞

▽ 登録団体　 団体 （H28.3.31現在）

区分 団体数 区分 団体数 区分 団体数

1 保健・医療・福祉 72 8 災害救援 6 15 科学技術 1

2 社会教育 19 9 地域安全 1 16 経済活動 0

3 まちづくり 17 10 人権・平和 5 17 職業能力の開発 0

4 観光の振興 3 11 国際協力 5 18 消費者保護 2

5 農山漁村・中山間地域振興 2 12 男女共同参画 3 19 市民活動団体支援 1

6 文化・芸術・ｽﾎﾟｰﾂ 33 13 子どもの健全育成 19 20 0

7 環境 17 14 情報化社会 1

＜市民活動に関する情報収集・提供＞

・ 市民活動団体及び市民活動に関する各種情報の収集・提供

・ わいぐ情報誌の発行　52～55号 各 部

・ 市民活動団体パネル展の開催　 年5回

＜センターの利用状況＞

・ 情報交流サロン 人

・ ワークステーション 人

⑧ 高齢者の生きがいと健康づくり推進事業

高齢者が豊かな経験と知識を活かしながら、社会参加や自立生活ができるよう生き

がいと健康づくりを推進するための事業を行いました。

・ 三世代交流事業 28 回 人

・ ニュースポーツ講座 6 回 人

・ シニアいきいき講座 15 回 人

・ ほっとサロン 567 回 人

・ 高齢者サロンリーダー研修会 3 回 人

⑨ 八戸市障がい者就労支援団体ネットワーク化事業

障がい者の就労支援を目的に、就労支援関係団体及び受入れ企業が定期的に会合を

持ち、情報の共有化や支援体制の強化を図りました。

・ ネットワーク化会議 5 回 人

・

502

15,592

489

158

研修会「雇用を成功させるためのヒントパートⅢ」　参加者　88人

都道府県・市の条
例で定める活動

2,000

5,186

1,519

1,467

185

842

1,495

207

活動分野 活動分野 活動分野



⑩ 八戸市障がい者就労サポーター養成講座事業

障がい者の職務能力の向上を図るとともに、障がい者と雇用者及び従業員との間を

つなぐ人材を育成するための事業を行いました。

・ 講義及び障がい者雇用見学会 人

⑪ 八戸圏域定住自立圏連携事業障がい者福祉合同研修会等の開催事業

八戸圏域定住自立圏内の障がい者福祉の充実を図るため、合同研修会を開催しました。

・行政職員を対象とする研修会 1 回 20 人

・住民、事業関係者等を対象とする研修会 1 回 182 人

⑫ 福祉サービス第三者評価事業

福祉サービス第三者評価機関の認証を受け、社会福祉施設の第三者評価を行いました。

①児童養護施設　　②障がい者支援施設　　③障がい者生活介護施設

⑬ 八戸市シニアはつらつポイント事業

高齢期を迎える市民の社会参加及び地域貢献を奨励し、介護施設でのボランティア

活動等を通じて自らの介護予防を促進するとともに、地域福祉を推進することを

目的に事業を行いました。

・ 説明会、研修会 3 回 64 人

・ スキルアップ講習会 2 回 45 人

・ 活動実績　　 受入施設 329 施設

　　　　　　　　　　　　　活動人数　延べ2,250人活動延人数 人

　イ　車椅子貸出

　　一時的に車椅子が必要になった高齢者や、車椅子の体験学習等に原則として1ヶ月無

料で車椅子の貸し出しを行いました。

・ 貸付件数 件

　ウ　共同募金運動

・ 一般募金実績額 円

・ 歳末たすけあい募金実績額 円

1,923

259

24,788,628

5,029,330

7日間 延べ143



９．八戸市社会福祉事業団 

 八戸市社会福祉事業団は、八戸市が設置した社会福祉施設の受託経営等のため、市が出資して設
立された社会福祉法人です。民間経営手法による効率的かつ弾力的な事業運営を目指し、市と一体
となって社会福祉の増進を図り、広く市民福祉の向上に寄与することを目的として、平成 10 年 2月
に設立認可され、同年 4月から事業を開始しています。 
 その後、平成 20 年度に、知的障害児施設（現 障害児入所施設）、知的障害者更生施設（現 障害
者支援施設）、平成 21 年度には養護老人ホーム、児童養護施設、母子生活支援施設が八戸市からそ
れぞれ施設移譲され、訪問介護事業等の独自事業とともに広範にわたる福祉サービスを展開してい
ます。 
 
 
 名 称  社会福祉法人八戸市社会福祉事業団 
 場 所  八戸市根城八丁目 8番 155 号（八戸市総合福祉会館内） 
      管理課 ℡ 41－1215 
 組 織                                 （28.4.1 現在） 
                                             
                                             
                                             
                                             
                                             
                                             
                                             
                                             
                           訪問介護事業 
                           訪問入浴介護事業 
                           居宅介護支援事業 
                           障害福祉サービス事業 
                            ・居宅介護 
                            ・重度訪問介護 
                            ・同行援護 
                           移動支援事業 
                           訪問入浴サービス事業団 
                                             
                                             
                           短期入所事業 
                           特定相談支援事業 
                           障害児相談支援事業 
                           日中一時支援事業 
                                             
                                             

短期入所事業 
共同生活援助事業 

                           特定相談支援事業  
                           障害児相談支援事業 
                           日中一時支援事業 
                                             
                                             
                                             
                                             
                                             
                                             
                                             
                                             
                                             
                                             
                                             

理事会 
 

理事長 1 人 

理 事 5 人 
 

監 事 2 人 

評議員会 
 

評議員 15 人 

事業団事務局 管理課 

在宅サービス課 

障害児入所施設 うみねこ学園 

障害者支援施設 いちい寮 

養護老人ホーム 長生園 

長生園デイサービスセンター 
 

児童養護施設 浩々学園 

母子生活支援施設 小菊荘 
 



１０ 生活困窮者自立支援制度 
 

増加する生活困窮者についての早期支援と自立促進を図るために、自立の支援に関する相談

等の実施について定めた「生活困窮者自立支援法」が平成27年4月1日から施行され、これに伴

い当市においても生活困窮者の自立支援に取り組んでいます。 

   

（1）自立相談支援事業 
市では、「八戸市生活自立相談支援センター」を開設し、生活困窮者からの相談を広く受

け止め、健康、障がい、仕事、家族関係など多様で複合的な課題を分析し、その解決に向け

た専門機関への適切なつなぎや個々人の状態にあった自立支援計画を作成し支援していま

す。 

   八戸市生活自立相談支援センターは、下記（2）の住居確保給付金の申請受付業務及び（3）

の家計相談支援事業も実施しています。 
 

●八戸市生活自立相談支援センター 

所 在 地：市庁別館9階 

受付時間：月曜日～金曜日（祝日・年末年始は除く） 午前8時15分～午後5時 

連 絡 先：Tel 51－6655 Fax 51－6656 

 

 （2）住居確保給付金 
   離職や自営業の廃業により経済的に困窮し、住居を失った又はそのおそれの高い方に、一

定期間、家賃相当分（支給要件・上限あり。共益費等は対象外）の住居確保給付金を支給す

ることによって、住居と就労機会の確保に向けた支援を行っています。 

 

 （3）家計相談支援事業 
    生活困窮者からの相談に応じ、家計管理に関する助言や指導、貸付のあっせん等を実施し、

家計収支の改善、家計管理能力の向上等により、自立した生活の定着を支援しています。 

 

（4）学習支援事業 
   生活困窮世帯（生活保護受給世帯・準要保護世帯・児童扶養手当受給世帯・非課税世帯・

その他、市が必要と認める世帯）の中学校1年生から高校3年生までの生徒に対し、概ね週

３回、特定の場所を確保した拠点型の学習指導を行っています。 

また、拠点型の支援に参加する生徒とその保護者への、学校生活や進路等に関する相談

支援を通じて生徒（世帯）の状況を把握し、必要に応じて訪問型・通信型の学習支援を行

っています。 

 

 （5）就労準備支援事業 
   就労意欲が低い、生活習慣の改善が必要等の課題を抱え、直ちに就労することが困難な生

活困窮者を対象に、就労に向けた支援や就労機会の提供を行います。 


